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右
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一 

 



 

こ
の
う
ち
、
旧
国
鉄
用
地
の
処
分
は
、
単
に
債
務
返
済
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
な
く
、
東
京
な
ど
の
大
都
市
圏

で
の
土
地
対
策
や
公
園
、
都
市
再
開
発
な
ど
の
公
共
用
地
の
確
保
の
点
を
十
分
に
配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。 

昭
和
六
十
二
年
四
月
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
り
、
事
業
団
は
国
鉄
関
連
の
長
期
債
務
の
う
ち
、
ほ
ぼ
七
割

に
当
た
る
二
十
五
兆
五
千
億
円
を
引
き
継
い
だ
。
こ
れ
を
、
旧
国
鉄
用
地
八
千
百
八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
処
分
、 

 

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
旅
客
・
貨
物
七
社
な
ど
の
株
式
売
却
、
新
幹
線
貸
付
料
な
ど
で
返
済
し
、
残
り
の
十
三
兆
八
千

億
円
を
国
民
負
担
と
す
る
計
画
で
あ
る
と
い
う
。 

一 

旧
国
鉄
用
地
の
処
分
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て 

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

国
鉄
清
算
事
業
団
（
以
下
「
事
業
団
」
と
呼
ぶ
。
）
の
資
産
処
分
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
し
た
い
。 

国
鉄
清
算
事
業
団
の
資
産
処
分
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

ニ 

用
地
の
処
分
は
、
地
方
公
共
団
体
の
購
入
希
望
を
優
先
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

ロ 

発
足
当
時
の
評
価
額
に
相
当
す
る
債
務
に
対
す
る
利
子
よ
り
、
こ
の
二
年
半
の
評
価
額
の
上
昇
分
の
方
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
か
。
と
す
れ
ば
、
用
地
を
売
り
急
ぐ
必
要
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど

う
か
。 

ホ 

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
用
地
処
分
を
再
開
す
る
意
思
が
あ
る
の
か
。
と
す
れ
ば
、
再
開
の
時
期
、
適
用
範

囲
は
ど
う
な
る
の
か
。 

イ 

事
業
団
所
有
の
旧
国
鉄
用
地
の
事
業
団
発
足
当
時
の
評
価
額
と
現
在
の
評
価
額
は
い
く
ら
か
。 

こ
の
二
年
半
で
旧
国
鉄
用
地
の
地
価
は
、
大
都
市
部
を
中
心
に
上
が
り
、
処
分
に
よ
る
収
入
見
込
み
も
変
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

ハ 

長
期
債
務
の
処
理
は
、
単
年
度
の
収
支
で
見
る
の
で
は
な
く
、
資
産
と
債
務
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
で
見
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

四 

 



 

三 

資
産
処
分
審
議
会
が
進
め
て
い
る
地
価
を
顕
在
化
さ
せ
な
い
用
地
の
処
分
方
法
に
つ
い
て 

二 

東
京
都
へ
の
旧
国
鉄
用
地
の
売
却
に
つ
い
て 

ロ 

東
京
都
か
ら
、
随
意
契
約
に
よ
る
売
却
条
件
の
緩
和
に
つ
い
て
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

イ 

東
京
都
渋
谷
区
で
実
施
さ
れ
た
土
地
信
託
方
式
は
、
信
託
期
問
が
終
わ
る
と
ど
う
な
る
の
か
。
特
に
、
信 

イ 

東
京
都
及
び
区
や
市
は
、
都
内
の
事
業
団
所
有
の
旧
国
鉄
用
地
に
つ
い
て
、
大
部
分
を
購
入
し
た
い
と
希

望
し
て
い
る
、
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
希
望
が
都
な
ど
か
ら
出
て
い

る
の
か
。 

ヘ 
一
般
競
争
入
札
を
再
開
し
た
場
合
、
東
京
な
ど
で
地
価
高
騰
の
再
発
を
招
く
恐
れ
は
な
い
の
か
。 

ハ 

地
方
公
共
団
体
の
事
業
用
地
及
び
そ
の
代
替
地
と
し
て
購
入
を
希
望
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
計

画
が
定
ま
る
前
で
あ
っ
て
も
売
却
を
認
め
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

五 

 



 

四 

東
京
都
内
に
あ
る
事
業
団
所
有
の
大
規
模
用
地
に
つ
い
て 

ニ 

旧
国
鉄
用
地
「
中
央
鉄
道
学
園
」
跡
地
に
つ
い
て
、
東
京
都
は
購
入
を
希
望
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。 

ロ 

同
跡
地
は
、
分
割
し
て
処
分
す
る
の
か
、
一
括
し
て
利
用
す
る
つ
も
り
か
。 

ロ 

土
地
を
担
保
と
す
る
抵
当
証
券
を
発
行
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
場
合
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
形
で
債
務
の
返
済
に
充
て
、
ま
た
用
地
は
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。 

イ 

港
区
東
新
橋
の
旧
汐
留
貨
物
駅
跡
地
二
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
処
分
に
伴
う
利
用
計
画
は
、
現
在
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
か
。 

ハ 

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
、
事
業
団
と
、
都
、
港
区
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

託
期
間
終
了
後
、
そ
の
土
地
は
ど
う
な
る
の
か
。
そ
の
場
合
、
そ
の
土
地
の
上
の
建
物
の
賃
借
権
、
営
業 

 
 

権
、
借
地
権
等
の
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

 

七 

五 
Ｊ
Ｒ
各
社
の
株
式
の
公
開
・
売
却
に
つ
い
て
の
政
府
の
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
に
関
連
し 

 

て
、
事
業
団
保
有
の
Ｊ
Ｒ
株
は
出
資
持
分
で
い
く
ら
か
。
ま
た
株
式
上
場
に
よ
る
売
却
収
入
は
現
在
ど
の
よ
う

に
見
込
ん
で
い
る
の
か
、
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


